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■ 概 要 

★ 小電流の接点スイッチや抵抗値変化のスイッチ等々を接続することで、動作モード変換と 

リレー接点出力やオープンコレクタ出力に変換するする便利なボードです。 

★ PIC16F84A使用。 入出力1対 1の４チャンネルで制御します。 

★ スイッチ・モード (3 つのﾓｰﾄﾞをｼﾞｬﾝﾊﾟｰで切り替え可能) 

・  [モメンタリー]  押している間だけＯＮするﾓｰﾄﾞ。 

・  [オルタネート] 一度押してON、もう一度押してＯＦＦするﾓｰﾄﾞ。 (ﾄｸﾞﾙ･ｽｲｯﾁ様) 

・  [ﾗｼﾞｵ･ｽｲｯﾁ]  ４個のｽｲｯﾁでどれかを押すとそのｽｲｯﾁはON、他の 3個はOFFす 

るﾓｰﾄﾞ。 ｾﾚｸﾄ･ｽｲｯﾁやﾓｰﾄﾞ切り替えｽｲｯﾁとして使用できます。 

★ 入 力 

・ 接点入力 機械的接点を持つ一般的なｽｲｯﾁやｾﾝｻｰ。 (CPUでﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ防止処理) 

          例：ﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ、ﾘｰﾄﾞ･ｽｲｯﾁ、傾斜ｽｲｯﾁ、等々 

・ 抵抗値入力 抵抗値の変化で押されたか判断するｽｲｯﾁやｾﾝｻｰ。 

          例：圧力ｾﾝｻｰ、光ｾﾝｻｰ(CDS-暗くなったらＯＮ)等、 

・ 信号入力 TTL(L/H)やｺﾝﾊﾟﾚｰﾀｰ出力受け。 当社ﾀｯﾁ･ｽｲｯﾁ･ｷｯﾄ接続可。 

・ O.C.入力  ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ出力受け。 

◎これらの入力は、基板上のA,B,Cのｼﾞｬﾝﾊﾟｰ・ﾋﾟﾝで条件設定します。 

★ 出 力  

・リレー接点出力 Ｃ接点 (常時ON/常時OFFの絶縁された２接点持つ)   

・オープン・コレクター出力  

・LED出力 X2 

★ 当キットのﾏﾆｭｱﾙ、回路図は、下記当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより入手可能です。 

         「 http://www.tristate.ne.jp/tsjob007-2.htm 」 

★ 電源、ＤＣ7～12V。 

             ◎ 用途： 単純スイッチのモード変換と接点容量増幅等々、用途は色々です。 

■ 緒  元 

ＣＰＵ PIC16F84A  10MHzｸﾛｯｸ  

ﾓｰﾄﾞ切り替え 

(ｼﾞｬﾝﾊﾟｰにより設定) 

・ﾓﾒﾝﾀﾘｰ動作モード 

・ｵﾙﾀﾈｰﾄ動作モード 

・ﾗｼﾞｵ･ｽｲｯﾁ動作モード  複数基板とのｶｽｹｰﾄﾞ接続可能(max10枚40ch) 

入 力 ・接点入力   機械式接点を有するもの 

・抵抗値入力  抵抗値の変化によるもの 

・信号入力   TTLﾚﾍﾞﾙ(ｿｰｽ/流し込み)  「Ｈ」ｱｸﾃｨﾌﾞ 

・O.C.入力  外部ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ出力(ｼﾝｸ/吸い込み)による入力 「Ｌ」ｱｸﾃｨﾌﾞ

出 力 ・ﾘﾚｰ接点出力 １Ｃｱｲｿﾚｰﾄ  DC２４Ｖ 1A／AC１２５Ｖ ０．５Ａ  X 4 

・ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ出力  max 150mA  X 4 

・LED確認表示 + 外部LED確認表示用信号  

・ﾌﾞｻﾞｰ音出力  4KHz矩形信号   適用ﾌﾞｻﾞｰ：圧電ﾌﾞｻﾞｰ発振回路無し  

電   源 DC7Ｖ～DC１2Ｖ、min 約9mA / max約200mA(全ﾘﾚｰON、LED点灯時)    

基板寸法 60mm x 55mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ基板 

    注  意  
・ 当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

  ・  両面ｽﾙﾎｰﾙ基板を使用しています、間違ってﾊﾝﾀﾞすると取り外しに専用工具が必要な場合があります。 

     回路図、組み立て説明、実体図を参考に十分に注意してﾊﾝﾀﾞ付けしてください。 

 

＜免責事項＞ 当キットを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を含め 

如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■PIC4ch ｽｲｯﾁ・ﾓｰﾄﾞ変換ﾎﾞｰﾄﾞ･ｷｯﾄ部品表 

名称 基板上記号 実装 型番/値 数 Description 

ＩＣ IC1  PIC16F84A 1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み済みCPU 

 IC2 ● TA48M05F 1 5V 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1,D2 ● 1SS294 2 小信号ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

 D3-D7 ● SC016 5 電源、ｻｰｼﾞ防止ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

LED D8-D11 ● OSHR1608 4 出力確認用 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ Q1-Q8 ● 2SC2712等 8 出力用 

ｾﾗﾛｯｸ OSC1   10MHz 1 青色3本足 

リレー RL1-RL4  Y14H-1C-5DS 1 出力用リレー 1C/DC5V 

ﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ S1   1 CPU ﾘｾｯﾄ用 赤色 

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C6  220μF 1 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ 

 C1,C2,C7   10μF 3 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ 

 C3,C4,C8 ● 0.1μF(104) 3 積層ｾﾗﾐｯｸ･ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

抵抗 R9-R12 ● 560KΩ 4  

 R17-R20 ● 100KΩ 4  

 R21-R24 ●  10KΩ 4  

 R5-R8,R13-R16 ● 5.6KΩ  8  

 R26,R28,R30,R32 ● 1KΩ 4  

 R1-R4 ● 390Ω 4  

 R27,R29,R31,R33,R34 ● 330Ω 5  

 R25 ● 56Ω 1  

ｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰ   1x40 1 用途に応じ、切断して使用 

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･ﾋﾟﾝ    10 JP1-JP10 ｼﾞｬﾝﾊﾟｰのｼｮｰﾄ用 

ICｿｹｯﾄ (IC1)  18ﾋﾟﾝ 1 CPU用DIPソケット 

専用基板   TS-SwmodeEX01 1 60mmx55mm 両面ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ基板 

                                    ● の部品は、工場出荷時基板に実装済みです 

■ 製作前の注意事項 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、部品表等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  

 

■ 向きが有り間違えやすい部品 

ｷｯﾄの部品には、向きがある部品が含まれて居ます。 

図の部品には注意して下さい。部品表の部品番号と基板 

上にｼﾙｸ印刷された部品番号の所に印刷された形状等を 

合わせて取り付けます。 後頁に基板実体図も用意してい 

ますので合わせて参考にして下さい。 

 

■ 基  板 

    基 板  寸 法：   60mm x 55mm 

    部品実装後高さ： ﾊﾝﾀﾞ面部品ﾄｯﾌﾟ～部品面部品ﾄｯﾌﾟ 17mm  

    材       質： ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ、1.6mm厚、 

両面ｽﾙﾎｰﾙ、両面緑ﾚｼﾞｽﾄ、両面白ｼﾙｸ 

 

    四隅の取り付けﾈｼﾞ穴寸法：  54mm x 49mm 3.5mmΦ 
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■ 組み立て 

  基本的には背の低い部品よりハンダしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞすると外しにくいため十分確認してからﾊﾝﾀﾞする事をお勧めいたします。 

１．   組み立てにあたって、前のページに有ります部品表と部品を確認します。部品表に有る［基板上記号］ 

の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品から取付けて行 

きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使用しています基板 

は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなければならない場合が 

あるからです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、IC1 の CPU、OSC1 のセラロック、RL1-4 のリレー、S1 のﾀｸﾄｽｲｯﾁと 4 個の電解ｺﾝﾃﾞﾝｻを

除くｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻｰと抵抗、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞの 57 個の部品は既に機械で実装されています（ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄで

●マークの部品）。 

３． 組み立てでﾊﾝﾀﾞ付けする部品は、12個と比較的少ないですが、注意して組み立ててください。   

    初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、CPU(IC1)用 IC ｿｹｯﾄ、セラロック、ﾀｸﾄｽｯﾁ(S1)を 

順番に取り付けて行きます。 

    向きの有る部品に注意します。（前述の向きがあり間違えやすい部品と基板実体図とを併せて参照下さい） 

４．  次に 4個のリレー(RL1-4) と 4個の電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ(C1,2,6,7)を取り付けます。  

５．   最後に、ｼﾞｬﾝﾊﾟｰＪＰ１～4の 2P、JP5～JP8の 3P、JP9-JP10の 2Pを付属の40Pのｼﾝｸﾞﾙ･ﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰを必 

要なﾋﾟﾝ数に応じてｶｯﾀｰ･ﾅｲﾌ等でｶｯﾄして使用、ﾊﾝﾀﾞ付けします。  電源(IO1-2)、入力(IN1-4)、出力(OUT 

PUT1-4)のコネクターは、直接ﾘｰﾄﾞ線をハンダで接続します。 ｺﾈｸﾀｰは必要な場合取り付けてください。 

６．   完成しましたら、電源を入れる前に短絡が無いか十分回路を目視点検を行ってから投入してください。  

電源は、基板左右のＩＯ１、ＩＯ２の何れかから供給します。(最終ﾍﾟｰｼﾞ補足説明参照)   

電源の電圧は、ＤＣ(直流)７Ｖ～１２Ｖをご使用ください。 ﾃｽﾀｰが有れば「電源電流」を計測してください。 

    電源投入時、約9ｍＡ程度ですから、これ以上に極端に流れた場合は、即電源を切り点検してください。 

＜以上で組み立ては完了です＞ 

 

■ スイッチ・モードについて  

ｽｲｯﾁ・ﾓｰﾄﾞの設定は、ＪＰ９と JP10のｼﾞｬﾝﾊﾟｰで行います。  詳しくは最終ﾍﾟｰｼﾞ「補足説明」をご欄ください。 

 

 ◎ モメンタリー・モードとオルタネート・モード 

      

◎ ラジオ・スイッチ・モード 

 

    ﾗｼﾞｵ･ｽｲｯﾁ動作で、例として 1番ｽｲｯﾁが「押されている間」は他のｽｲｯﾁは無視されます。 
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     複数の基板をｶｽｹｰﾄﾞ接続(10枚 40ch まで)して 4x基板数のﾗｼﾞｵ･ｽｲｯﾁ動作も可能です。 

全ての基板の IO1/2端子にあるRSをﾊﾟﾗﾚﾙ接続接続します。 

   ﾗｼﾞｵ･ｽｲｯﾁのｶｽｹｰﾄﾞ接続例： 

 

◎ 圧電ﾌﾞｻﾞｰ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)： ｽｲｯﾁ入力時にﾋﾟｯ(4KHz)と鳴ります。何枚かｶｽｹｰﾄﾞ接続してもﾌﾞｻﾞｰは 1個です。 

                    使用する圧電ﾌﾞｻﾞｰは、4KHz前後の品種をご使用ください。全ﾓｰﾄﾞ共通です。 

                    ﾌﾞｻﾞｰ例：秋月電子 圧電ﾌﾞｻﾞｰ PKM13EPYH4000-AO [P-4118] 1 個 30円 

◎ 注意： 動作中にｽｲｯﾁ･ﾓｰﾄﾞを変更した場合は、RESET ｽｲｯﾁを押して再起動してください。 

 

■ スイッチ入力について  

 

◎ ｽｲｯﾁ入力端子の「+V」端子について 

       この端子には、基板上の３端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ出力のDC+5Vに接続され電源が直接出ています。 

       絶対に各端子の「G」端子(グランド)と短絡させないようにご注意ください。 

◎ ｽｲｯﾁ入力端子の「IN」端子について 

       この端子には、０～５．０Ｖの電圧を入力してください。 端子はﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝされており、「Ｈ」アクティブ 

です。接続するｽｲｯﾁによっては JP(ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ)A,B,C にて以下の様に設定を変えます。 

◎ 照光式ｽｲｯﾁに使用する LEDの出力には、基板上に 390Ωの電流制限抵抗がｼﾘｰｽﾞに入っています。 

 

        A,B,C のｼﾞｬﾝﾊﾟｰ(JP)は接続するｽｲｯﾁにより設定を変えることが出来ます。補足説明参照。 
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◎ ジ゛ャンパー(ＪＰ)A,B,C について (最終ﾍﾟｰｼﾞ補足説明も参照してください) 

    通常の接点を持つｽｲｯﾁを使用する場合は、これらのｼﾞｬﾝﾊﾟｰは使用しません。 

        Ａ： ﾏｲｺﾝのｽｲｯﾁ入力ﾋﾟﾝを 5.6KΩでﾌﾟﾙｱｯﾌﾟします。 

            ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀｰやｺﾝﾊﾟﾚｰﾀｰを接続した入力等の場合、ｽｲｯﾁ入力ﾋﾟﾝをﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする為使用。 

        Ｂ： ﾏｲｺﾝのｽｲｯﾁ入力ﾋﾟﾝを 100KΩでﾌﾟﾙｱｯﾌﾟします。 

            CDS等の抵抗値入力の場合、ｽｲｯﾁ入力ﾋﾟﾝをﾌﾟﾙｱｯﾌﾟする為使用。 

        Ｃ： ｽｲｯﾁ入力端子 IN後のｼﾘｰｽﾞに入る分圧抵抗5.6KΩをｼｮｰﾄします。 

            ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀｰやｺﾝﾊﾟﾚｰﾀｰを接続した入力等の場合使用。 

 

※ 付属のｼﾞｬﾝﾊﾟｰ･ﾋﾟﾝ(ｼｮｰﾄ･ﾋﾟﾝ)を用いて JPをｼﾞｬﾝﾊﾟｰ(ｼｮｰﾄ)して設定します。 

 

 

■ 出力について  

 

   各々の chでスイッチ入力が有り、設定されたｽｲｯﾁ･ﾓｰﾄﾞで次の 4種類の出力が得られます。 

 

    1. 出力確認ＬＥＤ点灯出力 

ONの chに対応する基板上のLED1-4が赤色点灯します。OFFで消灯。 

2. 接点出力 (ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ=絶縁出力) 

ONの chの、その chに対応したリレーがON します。 NO(ﾉｰﾏﾙ･ｵｰﾌﾟﾝ=常時OFF)の接点は 

ON し、NC(ﾉｰﾏﾙ･ｸﾛｰｽﾞ=常時ON)の接点はOFF します。OFFの時は逆に動作します。 

理論が逆の場合、接点の逆動作を選ぶことにより動作を逆にする事が出来ます。 

 

3. ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀｰ出力 

ONの chの、その chに対応したｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀｰ端子のﾄﾗﾝｼﾞｽﾀが ON してｺﾚｸﾀｰ端子はｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

ﾚﾍﾞﾙに成ります。 OFFするとﾊｲ･ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽになります。 

 

4. 外部LED出力 

ONの chの入力端子の「L」(LED出力端子)に 390Ωを通してDC+5Vが出力されます。 

照光式のｽｲｯﾁ等の LED を点灯させることが出来ます。OFFで消灯。 

 

※ ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ出力とﾘﾚｰ接点出力の詳細は、当ﾏﾆｭｱﾙ最終ﾍﾟｰｼﾞ「補足説明」注 1をご欄ください。 

 

※ 停電、電源断時の出力の状態について 

       このキットでは、停電等電源が一度遮断され復旧した時点の出力状態に関して、あえて状態は 

「保持しない」設定に成っています。出力状態を保持しなければ成らない使用の場合は、基板の電源を 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟするなり、電源が切れない工夫をする必要があります。 
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■ 実 体 図 

 

   組み立ての参考にしてください。 

 

 

 

    当社ホームページでも、組み立てに関しての説明が載っていますのでご参照ください。 

              http://www.tristate.ne.jp/tsjob007.htm 

 

 

■ スイッチとの組み合わせ使用例  (秋月電子さんで販売のｽｲｯﾁ/ｾﾝｻｰ等(*-**)は通販ｺｰﾄﾞ) 

     

1. タクトスイッチ (P-3647)             出力：単純接点 

2. LED付押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ (P-4073)        出力：単純接点 LED照光式 ON時点灯する。  

3. 圧力スイッチ (P-4003)ｲﾝﾀｰﾘﾝｸ製 400円  出力：抵抗値  通常の接点ｽｲｯﾁと同等に接続 

                                  薄いので面ｽｲｯﾁとして使用できます。 

4. CDS (I-110) 40 円                出力：抵抗値  暗くなるとﾗｲﾄが点灯する等。 

5. ﾘｰﾄﾞ･ｽｲｯﾁ (P-3676) 40 円           出力：単純接点。 磁石を近づけるとONする。 

6. 振動(傾斜)ｽｲｯﾁ(P-1536) 100 円        出力：単純接点。 振動したり傾いた時にONする。 

 

 
 

RL1-4 

出力用リレー4個

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C6 

220μF 向き注意

ﾀｸﾄ･ｽｲｯﾁ S1

2x2 ﾍｯﾀﾞｰ 

JP9/JP10 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C7,10μF 

   向き注意 

IC1, CPU 

PIC16F84A 

OSC1 ｾﾗﾛｯｸ 10MHz

1x3 ﾍｯﾀﾞｰ ｘ４ 

JP5,JP6,JP7,JP8

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C1,10μF

   向き注意 

電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C2,10μF

   向き注意 

1x2 ﾍｯﾀﾞｰ ｘ４ 

JP1,JP2,JP3,JP4

出力端子 

OUTPUT1-4 

電源端子 ＩＯ１ 

IO2 と同電位 

ｽｲｯﾁ入力端子ｘ４

ＩＮ１－４ 

電源端子 IＯ２

IO1 と同電位 

各CH出力表示ＬＥＤ

54mm x 49mm 

取付穴3.5mmΦｘ４
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■ 回 路 図 

 
 

回路図は、当社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからダウンロードも可能です。 

http://www.tristate.ne.jp/tsjob007-2htm 
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■ 補足説明 

◎各入出力端子について 

 

 

◎接続するスイッチと A,B,C ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ設定について 

 
           上記ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ設定は一例です。これに無いスイッチに類するものの使用時は動作を試した上で使いください。 

■ 最 後 に 

   このキットは、「これまで有る様で無いｷｯﾄ」をｺﾝｾﾌﾟﾄとする「便利基板ｷｯﾄ・ｼﾘｰｽﾞ」の第４弾です。 

  たかがｽｲｯﾁですが、これらのﾓｰﾄﾞをあえて作ると成ると結構面倒なものです。お使い頂くｼｰﾝが色々と 

  有りますので、工夫とｱｲﾃﾞｱで面白い実用的な使用をされます様、お願いいたします。  

  端子説明を網羅しようとした為に、ｼﾙｸ印刷文字が非常に小さく成ってしまいましたが、ご了承ください。 

今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

PIC4ch ｽｲｯﾁ･ﾓｰﾄﾞ変換ﾎﾞｰﾄﾞ･ｷｯﾄ ﾏﾆｭｱﾙ 第 1版 
2012 年 8月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 
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